
子供の貧困対策
～子供を取り巻く現状と国の取組について～

令和元年11月14日
内閣府 子どもの貧困対策担当



Ⅰ いま なぜ 子供の貧困対策に
取り組むのか
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子供の貧困？ この日本で？
生まれ育った環境によって、教育の機会が得られない子供たちや
健やかな成長に必要な衣食住が確保されていない子供がいます。

高校や大学、専門学校などに
進学したいけれど、
経済的にあきらめている。

子供だけの時間が多く
保健衛生などの知識や
生活習慣が身につかない。

「頑張っても仕方がない」と
将来への希望をなくし、
学ぶ意欲をなくしている。

親が病気や
会社の倒産などで失業し、
収入がない

児童養護施設を退所した後の
生活基盤が不安定。

親が深夜まで働いているので、
家に帰っても、誰もいない。
放課後の居場所がない。

栄養バランスの
とれた食事は、一日の
中で給食しかない。
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それぞれの家庭にどんな事情があろうとも、
生まれ育った環境によって子供の将来が閉ざされることがあってはなりません。



子供の貧困率
子供の貧困率の推移

就学援助対象
児童生徒

⇒143万2018人
(平成28年度
文部科学省調べ)

２０歳未満の
生活保護受給者

⇒23万8037人
(平成29年度被保護者調査)

児童養護施設
入所児童

⇒2万5282人
(平成30年3月末
福祉行政報告例)

児童扶養手当の
対象児童

⇒147万823人
(平成29年度末現在
厚生労働省調べ)
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子供の
約7人に1人が
貧困？

（出典）厚生労働省「国民生活基礎調査」、総務省「全国消費実態調査」



18,100, 
85%

1,891, 
9%

1,272, 
6%

親との同居状況等別 子供の数
（2015年、単位:千人）

両親と同居 ひとり親世帯 その他

（出典）総務省「国勢調査」（平成27年）に基づき内閣府子供の貧困対策推進室作成

ひとり親世帯の現状

（注）・「子供」とは、20歳未満の未婚の親族をいう。
・「ひとり親世帯」とは、未婚，死別又は離別の女親又は男親と、その未婚の20歳
未満の子供がいる一般世帯をいう。（他の親族が同居している場合も含む。）

Ø ひとり親世帯の子供は、約189万人。20歳未満の子供の1割近くを占める。
Ø ひとり親世帯の貧困率は、５割程度となっている。

（出典）厚生労働省「国民生活基礎調査」、総務省「全国消費実態調査」
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ひとり親の8割以上が働いているのに、約半数が貧困なのはなぜでしょう？

子供がいる世帯のうち大人が一人の貧困率
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食料や衣服の困窮経験

（出典）国立社会保障・人口問題研究所「生活と支え合いに関する調査」（平成29年）

Ø 子供がいる世帯の１割以上で、過去1年間に、経済的な理由で家族が必要とする食料や衣服を買えなかった経験がある。
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食料や衣服の困窮は、比較的所得が高い世帯でも起こることがあります。
所得だけでは、子供の生活状況がわからないこともあります。



子供の貧困の特徴

（出典）国立社会保障・人口問題研究所「生活と支え合いに関する調査」（平成29年）

（注１）小学3年、6年、中学３年の保護者からの回答。
（注２）所得階層Ⅰは一人当たり可処分所得122万円未満、
Ⅱは122万円以上244万円未満、Ⅲは244万円以上

（出典）鳥取市子供の未来応援計画（平成29年３月） 6
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（注１）18歳以上の世帯員のうち、それぞれの事柄について頼れる人が「いない」と
答えた者の割合。ただし、「そのことでは人に頼らない」と回答した者は含まない。
（注２）「低所得世帯」とは、等価世帯所得十分位階級のうち第1～3分位の世帯。

Ø 低所得世帯やひとり親世帯の子供は、学習の理解度、進学意欲、自己肯定感、生活習慣の定着などの
面で他の世帯より低い傾向。→経済的困窮だけでなく様々な困難を抱えやすい。

Ø 低所得世帯やひとり親世帯では、困ったときに頼れる相手がいない割合が、他の世帯より高い傾向。
→困難を抱えていても支援を求められず、社会的孤立に陥りやすい。



Ø 生活保護世帯の子供の高校・大学等進学率は、やや改善しているものの、全世帯より低い水準にとどまっている。

高校等進学率・大学等進学率の推移

子供の高校・大学等進学率
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（出典） 全世帯については、文部科学省「学校基本調査」を基に算出 生活保護世帯については、厚生労働省社会・援護局保護課調べ

（注） 全世帯と生活保護世帯の大学等進学率の算出方法は異なることに注意が必要。
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Ø 学歴が高くなるほど、高所得の仕事に就いている割合が高くなる。

（出典）総務省「就業構造基本調査」（平成29年）より内閣府子供の貧困対策推進室にて作成

教育別にみた有業者の年収分布
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100万円未満 100～199万円 200～299万円 300～399万円
400～499万円 500～599万円 600～699万円 700～799万円
800～899万円 900～999万円 1000万円以上
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短大・高専

大学 （卒業）

教育別 年間収入額 （女性・20-64歳・有業者）

100万円未満 100～199万円 200～299万円 300～399万円
400～499万円 500～599万円 600～699万円 700～799万円
800～899万円 900～999万円 1000万円以上

8



貧困の状況は次世代に連鎖する

子供世代も
貧困に

親の収入が
少ない

十分な
教育が
受けられない

進学就職で
不利

収入の
高い職に
就けない 貧困の
連鎖

経済的な困窮の問題にとどまらず、
生活習慣、健康管理、学習意欲、
自己肯定感など、様々な影響を
及ぼす。
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Ⅱ 子供の貧困問題にどう取り組むか
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【平成26年度】
・幼児教育・保育の段階的無償化（毎年度拡大）
・高校生等奨学給付金事業 創設

【平成27年度】
・地域未来塾創設
・生活困窮世帯等の子供への学習支援事業開始
・児童養護施設退所者等に対する

自立支援資金貸付事業創設
・ひとり親家庭の親の就労支援拡充
・子供の未来応援国民運動始動
・地域子供の未来応援交付金創設

【平成28年度】
・児童扶養手当の多子加算額の倍増
・子どもの生活・学習支援事業開始

【平成29年度】
・給付型奨学金創設
・社会的養護自立支援事業創設

【平成30年度】
・児童扶養手当全部支給の所得制限引上げ
・生活保護世帯の子供の大学進学時の
進学準備給付金支給開始

H26.1.17.
子どもの貧困対策の推進に関する法律

H26.8.29.
子供の貧困対策に関する大綱

H27.12.21.
すくすくサポート・
プロジェクト策定

H28.6.2.
ニッポン一億
総活躍プラン策定

H29.12.8.
新しい経済政策
パッケージ閣議決定

政府による子供の貧困対策の実施状況

R元.6.17.
子供の貧困対策推進法改正
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・相談できる人がいない
・支援を知らない
・貧困の自覚がない

経済的困窮だけでなく、
多様な困難を抱えやすい

・健康的な食習慣の欠如
・学習意欲の欠如
・ロールモデルの不在

・・・等

「子供の貧困」は地域・社会の取組が重要

↓
社会的に孤立

子供の貧困は「見えにくい」。
地域で、社会で、ひとりひとりをしっかりと見守ることが重要です。

子供の貧困の特徴
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子供の未来応援国民運動

国民全体が、子供の貧
困問題を理解し、子供
の未来への思いを共有

目指す姿

国、自治体、NPO等、企業、
個人など多様な主体が、子供
たちへの支援に参加・協力

地域全体がつながり、
見えにくい問題の発
見・解決が可能に

ＮＰＯなど団体・
公益法人など
草の根で
子どもたちを支援

国、都道府県
市町村
支援施策の強化と
関係機関の連携促進

企業・団体
地域住民など
できることから
参加

社会全体での取組
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国民運動の取組①（子供の未来応援基金）

企業・個人
全国のNPO団体等

のべ236団体
（うち令和元年度 71団体）

支援決定額
約7.9億円

(令和元年事業を含む）

寄付総額
約11.1億円
（令和元年9月末現在）

子供の未来応援基金

・学習支援
・子供食堂
・居場所づくり
・児童養護施設等の退所者支援

など

「何かをしたい」という思いをつなげる

寄付
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〇 居場所の提供・相談支援
・ひとり親世帯や経済的困窮家庭の親子を対象とした子供食堂を月２回実
施。一般家庭の子供も有料で参加できるようにすることで、子供たちの協
調性の向上や地域とのつながりを図る。

・食事提供だけでなく、地域の留学生との交流や保護者の相談の場としても
活用されている。

「子供の未来応援基金」による支援先団体の活動例

任意団体 中ノ町げんき食堂（静岡県）

〇 衣食住の支援
・経済的にも精神的にも極めて困難な状況にある世帯に対し、生活 基盤を
支える食支援を実施。

子供たちが健全に育成される環境を整えることを目的とし、フードバンク
事業で収集した食品を月１回各世帯に宅配する。

・他の民間団体とも連携をし、食支援以外にも生活相談や交流支援等も行
う。 ＮＰＯ法人 フードバンク関西（兵庫県）
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企業・個
人

内閣府

ＮＰＯ等団体

・ 物資などの提供をしたい企業・個人と、NPO等団体のマッチングを推進する組織として創設。
・ 協議会を構成する３団体は、企業やＮＰＯ等の相談を受けながら、マッチング実現に向けて積極的に活動。

【マッチングネットワーク推進協議会】

全国フードバンク推進協議会

①寄付についての相談

マッチング
の推進

連携

②調整

④マッチングの成立

＜主な役割＞
（１）企業・個人からの相談の受付
（２）寄付される物資の配分調整
（３）マッチングの成功事例等の情報発信
（４）マッチングに係るノウハウ・課題の共有
（５）加盟団体のニーズの集約・発信

③調整結果の報告

国民運動の取組②（企業とNPO等とのマッチング事業）
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マッチングネットワーク推進協議会を活用したマッチング事例

Z会が学習教材（約5,000冊）を、「全国子どもの貧困・教育
支援団体協議会」加盟の学習支援団体（23団体）へ寄贈。

金融知識をカルタで遊びながら学ぶ出前授業を、
千葉県松戸市の子供食堂で実施。

全国約1,900のフィットネス施設で、毎年1か月間フードドライブ
を実施。児童養護施設やフードバンク（12団体）等に寄贈。
※フードドライブ：一般家庭からの余剰食品を集めて、フードバンク等に寄付する活動。
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「モノ」の提供

「場所」「人」の提供

「体験」の提供



ＳＤＧｓと子供の貧困対策

子供たちの誰もが，それぞれの夢に向かって頑張る
ことのできる社会を創るべく，主に以下の取組を推進。
• 教育の支援
• 生活の支援

➢ 保護者の生活支援
➢ 子供の生活支援
➢ 子供の就労支援
➢ 支援する人員の確保 等

• 保護者に対する就労の支援
• 経済的支援 （生活費や進学等に必要な支出を支援）
•社会全体で子供の貧困対策に取り組む環境を整備

子供の貧困対策の推進

国，地方公共団体，企業，ＮＰＯ等民間団体が連携して子供
たちを支えるネットワークを構築し，民間資金を活用して草
の根の活動を支援する等，国民の力を結集して全ての子供た
ちが夢と希望を持って成長していける社会の実現を目指す。

子供の未来応援国民運動

2018年６月、日本のSDGｓ推進本部が「拡大版
アクションプラン2018」を決定。
→「子供の未来応援国民運動」がSDGｓ推進の
ための主な取組として盛り込まれる。

19

Ø 2015年9月の国連サミットで採択された持続可能な開発目標（SDGｓ）のゴール１に、
子供の貧困対策が位置付けられています。



子供の未来応援国民運動公式Facebookで、最新情報を発信中!

公式Facebookページでは、
・国民運動に関する最新情報
・国等の施策の動き
・子供たちに寄り添って草の根で活動しているＮＰＯ等の取組
・国民運動に御協力いただいている企業等の取組
などについて、幅広く情報発信しています。

https://www.facebook.com/kodomonomiraiouen

フォロー＆ していただき、支援の輪に加わってください！
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